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くくく
りりり
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議議議
会会会
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専専専
門門門
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会会会
ががが
新新新
設設設
さささ
れれれ
ままま

ししし
たたた
！！！   

  

桜
の
花
も
咲
き
誇
り
、
橋
本
の
ま
ち
に
も
木
々
の
新
芽
や
小
鳥
の

さ
え
ず
り
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

関
係
者
の
方
々
に
は
、
平
素
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
の
計
画
見
直
し
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
第
一
地
区
が

「
先
行
区
域
」
と
「
休
止
区
域
」
に
分
か
れ
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
諸
事
情
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
専
門
部
会
と
し
て
、（
仮
称
）
先
行
部
会
と
（
仮
称
）
休
止
部
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
部
会
理
事
会
や
部
会
で
協
議
さ
れ
、 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

理
事
会
で
の
承
認
を

得
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

区
画
整
理
だ
よ
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建
設
部
市
街
地
対
策
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◇ 

専
門
部
会
新
設
ま
で
の
経
緯 

 
           ◇ 

新
た
な
専
門
部
会
で
決
め
ら
れ
た
内
容  

              

◇ 

新
た
な
専
門
部
会
の
位
置
づ
け 

                     

意意意
見見見
交交交
換換換
会会会
ををを
行行行
いいい
ままま
すすす
！！！

 

市
街
地
対
策
室
で
は
、
今
回
の
見
直
し
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
と

関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
は
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
同
士
が
、
自
分

達
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
何
を
思
い
、
何
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
、
同
じ
立
場
で
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
ざ
っ
く
ば
ら

ん
な
意
見
交
換
を
行
い
、
お
互
い
に
い
ろ
ん
な
情
報
を
共
有
し
、
い
ろ

ん
な
知
恵
を
寄
せ
合
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
市
街
地
対
策
室
で
は
、
４
月
中
旬
か
ら
１０
月
の
予
定
で
、

今
回
見
直
し
を
行
う
「
先
行
区
域
」
の
関
係
者
を
対
象
と
し
た
、

『
意
見
交
換
会
』
を
行
い
ま
す
。 

 

◇
意
見
交
換
会
の
目
的 

○ 

自
分
達
の
ま
ち
の
現
状
に
つ
い
て
知
り
、
ま
ち
の
今
後
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
す
。 

○ 

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
疑
問
や
不
安
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な

人
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
ウ
ワ
サ
に
頼
ら
な
い
正
し
い
情

報
と
広
い
見
識
を
持
ち
ま
す
。 

 

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
） 

各専門部会の今後の方針 

（各部会を経て理事会で承認された内容） 項   目 

（仮）先行部会 （仮）休止部会 

1. 各専門部会の目

的及び活動につ

いて 

・「先行区域」の事業推進に関す

る、まちづくり全体の方向性につ

いて協議・調整を行っていくが、

具体的なテーマ等は、今後の活

動の中で決めていく 

・「休止区域」の休止期間中に出

来る、地域の活性化や将来の活

性化などの協議・調整を行ってい

くが、具体的な目的や活動につい

ては、その都度対応していくことと

する。 

2. 各専門部会の委

員構成について 

・「先行区域」に関係する、まちづ

くり協議会委員により構成する。 

・「休止区域」と「第二地区以降」

に関係する、まちづくり協議会委

員により構成する。 

3. 各専門部会の世

話人について 

・（部会長）岡本 勝彦 さん 

・（相談員）武田 良祠 さん 

・（相談員）谷口 善志郎 さん 

・（相談員）津守 秀彰 さん 

・（相談員）村上 宏視 さん 

・委員による構成に留め、世話人

等は決めない 

4. 各専門部会の名

称について 

・今後、部会を活動していく中で決めていく 

※各専門部会の委員名は裏面下段に記載しています。 

※ これまで設置されていた、「女性部会」「住

居部会」「商業部会」「道路・公園部会」「再

開発部会」「換地部会」「第①ゾーン部会」

「第②ゾーン部会」は廃止されました。 

※ よろず相談員についても、一時、活動を

休止することとなりました。 

①理事会（H16.11.24） 
・ 事務局より各専門部会の新設を提

案し、理事会で了承されました。 

②三役会（H17.2.21） 
・ 事務局より各専門部会の方針案に

ついて事前説明を行いました。 

③各部会の理事会 
（仮）先行部会理事会（H17.3.16）
（仮）休止部会理事会（H17.3.17）

・ 事務局より各専門部会の方針案に
ついて説明を行いました。 

④各部会の開催 
（仮）先行部会（H17.3.23） 
（仮）休止部会（H17.3.28） 

・ 各専門部会の方針について協議を
行いました。 

⑤理事会（H17.3.30） 
・ 各部会で決定された内容について、

理事会の承認を得ました。 

まちづくり協議会 

協議会委員 

 

 

専門部会（新設） 

理 事 

三 役

（仮称）

先行部会

（仮称）

休止部会

理事会（平成 17 年 3 月 30 日開催）の様子



 

 

 

 

 

◇
意
見
交
換
会
の
進
め
方
等 

○ 

現
在
工
事
等
が
既
に
進
ん
で
い
る
①
、
②
ゾ
ー
ン
を
除

い
た
、
「
先
行
区
域
」
の
関
係
者
を
対
象
と
し
ま
す
。 

○ 

町
内
会
を
基
本
と
し
て
、
十
分
な
話
し
合
い
が
で
き
る

よ
う
少
人
数
（
１０
人
程
度
）
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

意
見
交
換
会
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。 

○ 

意
見
交
換
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
区
長
さ
ん
等
と

協
議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
右
記
の
件
も
含
め
、
内

容
や
進
め
方
等
を
考
え
て
い
る
最
中
で
す
。 

    推推推
進進進
委委委
員員員
ににに
つつつ
いいい
ててて   

昨
年
の
全
体
説
明
会
（
１２
月
４
日
）
に
お
い
て
、
平
林
久
長

氏
か
ら
発
言
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
の
こ
と
を
考
え
る
「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
は
別
に
、
「
先
行
区
域
」
の
事
業
推
進
を

円
滑
に
図
っ
て
い
く
た
め
に
住
民
同
士
、
及
び
、
市
と
住
民
間
の

調
整
役
を
担
う
「
推
進
委
員
」
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
、
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
を
受
け
、
先
行
区
域
の
方
々
に
対
し
、
は
が
き
に
よ

る
「
推
進
委
員
」
へ
の
参
加
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
た
結
果
、
４７
名

（
送
付
は
が
き
総
数

１１１
名
中
）
の
方
か
ら
参
加
の
意
向
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

平
林
氏
は
、
推
進
委
員
に
つ
い
て
、
行
政
に
依
存
せ
ず
地
元
住

民
が
主
体
と
な
り
、
草
の
根
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
任

意
組
織
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
立
ち
上
げ
に
向
け
た
準
備

を
進
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

推
進
委
員
に
関
す
る
こ
と
は
平
林
氏
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

市市市
街街街
地地地
対対対
策策策
室室室
ににに   

   
   

新新新
ししし
いいい
メメメ
ンンン
バババ
ーーー
ががが   

   

加加加
わわわ
りりり
ままま
ししし
たたた
！！！  

平
成
１７
年
度
を
迎
え
、
市
街
地
対
策
室
に
、
今
ま
で
の
メ
ン
バ

ー
に
加
え
、
新
た
に
１
名
の
職
員
が
増
員
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
関
係
権
利
者
の
み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
等

を
通
じ
、
見
直
し
計
画
を
で
き
る
だ
け
早
く
発
表
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

          個個個
人人人
情情情
報報報
ののの
取取取
りりり
扱扱扱
いいい
ににに

つつつ
いいい
ててて  

平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
条
例
が
全
面
施
行

さ
れ
ま
し
た
。 

市
と
し
ま
し
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
必

要
な
個
人
情
報
は
、
引
き
続
き
、
事
業
施
行
に
関
係
す
る
範
囲
内
で

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
把
握
し
て
い
る
個
人
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
厳
重

な
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

   

質
問
や
不
明
な
点
等
が
あ
れ
ば
、 

建
設
部
市
街
地
対
策
室
（

33-

1111 

内
線

728
）
ま
で

各
専
門
部
会
の
委
員
さ
ん
で
す 

※
順
不
同
、
敬
称
略 

 

■
（
仮
称
）
先
行
部
会
の
み
な
さ
ん 

稲
葉
幸
作 

上
田
峯
子 

岡
本
栄
子 

 

岡
本
勝
彦 

萱
野
久
次 

武
田
良
祠 

谷
口
善
志
郎 

辻
本
太
一 

土
屋
忠
昭 

津
守
秀
彰 

寺
阪
カ
ヲ
ル 

寺
阪
好
視 

原
野
浩
一 

溝
辺
善
文 

村
上
宏
視 

 

森
脇
茂 

 

山
内
惟
行 

山
本
泰
司 

山
本
窈
子 

 

小
嶋
勝
則 

小
西
英
行 

澤
村
一
郎 

土
橋
義
次 

 

松
本
礼
子 

村
木
宏 

 

山
下
紘
一 

稲
葉
典
子 

 

芋
生
喜
代
子

芋
生
康
之 

阪
本
龍
市 

山
本
進 

 
 

田
中
曻
（
太
神
社
） 

 

井
上
倉
三
（
御
劔
神
社
） 

村
木
重
彦
（
橋
本
戎
神
社
） 

  ■
（
仮
称
）
休
止
部
会
の
み
な
さ
ん 

荒
見
昇 

 

井
口
幸
一
郎 

奥
田
喜
代
子 

菊
岡
進 

木
下
英
一 

中
山
脩 

 
 

贄
川
淳
三 

 

青
木
保
雄

池
永
惠
司 

井
上
富
郎 

 

井
元
甲
子
郎 

井
本
典
和

上
田
一
房 

岡
本
雅
子 

 

柿
本
弥
生 

 

神
谷
宏 

北
垣
恭
子 

木
村
壽
克 

 

小
池
十
一 

 

古
賀
良
晴

小
林
信 

 

寺
井
功 

 
 

中
上
良
隆 

 

西
畑
雅
央

西
山
節
男 

丸
山
和
俊 

 

丸
山
美
穂
子 

一
色
英
夫

奥
村
浩
章 

越
山
雅
巳 

 

土
居
利
規 

 

安
田
勝 

柳
川
旭
地 

 

一言ごあいさつ 

 

今年度より、市街地対策室主任と

して配属されました、藤岡 栄次と

申します。 

スタッフの一員として、もとよ

り微力ではございますが、頑張り

たいと思っておりますので、みな

さんのご指導、ご鞭撻の程よろし

くお願い致します。 


